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は
じ
め
に

　

現
在
、日
本
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　

名
古
屋
市
に
お
け
る
65
才
以
上
の
高
齢
者

は
、2
0
2
5
年
に
は
62
万
人
に
達
し
、高

齢
化
率
が
27.
5
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

W
H
O
や
国
連
の
定
義
に
よ
る
と
「
超
高
齢

社
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

名
古
屋
市
医
師
会
で
は
、で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生

活
を
送
る
た
め
の
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
住

ま
い
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　
「
治
す
医
療
」
か
ら
「
生
活
を
支
え
る
医

療
」へ
の
転
換
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、か
か

り
つ
け
医
（
主
治
医
）
が
行
う
訪
問
診
療
の

他
に
在
宅
療
養
に
関
わ
る
歯
科
医
・
薬
剤

師
・
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
・

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
多
職
種
と

連
携
し
、職
種
間
の
役
割
分
担
と
協
働
に
基

づ
く
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
医
療
を
効
率
的
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、名
古
屋
市
医
師
会
で
は
、

独
自
に
『
在
宅
医
療
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
』

を
構
築
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、

①
在
宅
療
養
者
を
中
心
と
し
た
、か
か
り
つ

け
医
（
主
治
医
）
と
多
職
種
間
と
の
連
携

サ
ポ
ー
ト

②「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
や
「
パ
ソ
コ
ン
」
を
活

用
し
た
在
宅
療
養
者
の
情
報
共
有

③
通
院
治
療
や
入
院
治
療
か
ら
在
宅
療
養
へ

移
行
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト

④
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
閉

館
時
の
夜
間
・
休
日
相
談
窓
口
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト

以
上
の
4
つ
の
柱
を
軸
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
「
ヘ
ル
シ
ー
な
ご
や
」で
は
、皆
様

ご
自
身
や
ご
家
族
が
今
後
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
在
宅
医
療
や
介
護
医

療
に
つ
い
て
、「
よ
く
あ
る
質
問
」
を
取
り
上

げ
て
Q
＆
A
方
式
で
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

特集 在宅医療の
Q＆A

特集 在宅医療のQ＆A

名古屋市医師会 在宅医療・介護連携担当理事　真野寿雄

WHO（世界保健機構）や国連の定義によると
65歳以上人口の割合が7％超・・・・・「高齢化社会」
65歳以上人口の割合が14％超・・・・「高齢社会」
65歳以上人口の割合が21％超・・・・「超高齢社会」
※総人口に占める65歳以上人口の割合（％）
　＝65歳以上人口÷総人口×100

一口メモ

Q1

A
おじいさんの足腰が弱くなり、転倒することが多くなりました。
介護保険を申請しようと思いますが、どのような手続きをしたら良いですか?

　介護保険申請の窓口は、住民登録のある市区町村役場の介護保険
の係です。介護保険は、制度の対象となる方が介護の必要な状態にな
れば申請することができます。65歳以上の方は、介護保険証と認め印
を持参のうえ申請してください。申請すると認定調査員が、自宅や病院
を訪問して身体や認知機能等の調査を行います。同時に介護保険係よ
りかかりつけ医に主治医意見書の依頼を行います。
　要介護度は調査結果と主治医意見書をもとに介護認定審査会にて
決まります。要介護度により、サービスの支給限度額が決まりますので、
地域のケアマネジャーに依頼してサービスの計画を作成してもらいます。
利用者は、各サービス事業所と契約してサービスが開始されます。施設
への入所は、直接希望する施設へ利用者やその家族が申し込みます。

Q2

A
お父さんが脳卒中で入院し、状態が落ち着いた為、家に帰ることになりました。
共働きで、だれも世話をする人がいません。どうしたらいいですか?

　まずはお父さんにどんな後遺症があるか確認しましょう。お父さんは、日中おひとりで生活することになりますので、日
常生活に必要な活動がどこまでできるかによって、必要な介護サービスを導入します。
　在宅で介護サービスを受けるには、市区町村に介護保険の申請が必要になります（Q1参照）。介護保険は65歳以上
が原則ですが、40歳以上の方でも病気によって申請ができます。
　介護保険では、介護度の評価により利用できるサービスの内容や量が決まります。要介護認定の結果に応じて、ホー
ムヘルプやデイサービス等が利用できます。在宅で介護サービスを利用しても自宅で生活が困難な場合は、介護老人福
祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設等への入所を考えてください。

Q3

A
家に寝たきり状態のおじいさんがいます。かかりつけ医に往診の相談をしましたが、
私達家族が希望するような対応は難しいようです。どうしたらいいですか?

　まずはかかりつけ医と、どのような対応方法があるのか相談してみましょう。最近は、在宅医療専門の医師も増えてきて
おりますので、別の手段が見つかるかもしれません。また、訪問看護師を依頼したり、各区にある在宅医療・介護連携支
援センターに相談することで解決できる場合もあります。緊急の時は、訪問看護師に訪問を依頼する等、かかりつけ医や
支援センターを通して急性期病院や後方支援病院に自宅での生活を整えるための入院をお願いします。どうしても自宅で
療養が困難な場合は、療養病院や介護保険の施設への入所を考えることもあります。

Q6

A
介護者を抱えた家族へのサポート体制は、
どんなサービスがありますか?

　Q4、5で回答しております。

Q4

A
介護の人手が足りない（特にマンパワー）場合、
どんなサービスがありますか?

① 65歳以上の方と介護保険制度で指定している特
定疾病により、介護が必要とされる40歳以上64
歳以下の第2号被保険者は介護保険の申請を
することができます。認定された要介護度によっ
て利用できる介護サービス量（利用できる金額）
が決定され、その方の状況に応じて必要なサー
ビスを組み合わせて利用することができます。

② ①の対象とならない方でも、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方や国が指定している難病の認定を
受けている方は、障害者総合支援法による介護給付としてホームヘルプ等の居宅介護サービスを利用することができます。

Q5

A

主治医意見書の記入内容は、多彩な
項目にわたっており、その作成には時間
と労力を要します。少しでも現状に見
合った項目の記入をさせて頂くことが、
希望されるサービス利用実現に向けた
意見書作成に繋がります。ご家族から
も、意見書作成前に受診をしていただ
く等、事前の情報提供を頂けると大変
助かります。

かかりつけ医からお願い

介護保険で利用できる介護サービスには
どんな種類がありますか？

厚生労働省 「公表されている介護サービスについて」　
https://www.kaigokensaku.jp/publish/

●訪問介護 ●訪問入浴介護 ●訪問看護 ●訪問リハビリテーション ●居宅療養管理指導 
●通所介護 ●通所リハビリテーション ●短期入所生活介護 ●短期入所療養介護

●定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ●夜間対応型訪問介護 ●認知症対応型通所介護 
●小規模多機能型居宅介護 ●認知症対応型共同生活介護 
●地域密着型特定施設入居者生活介護 ●複合型サービス

●福祉用具の貸与 ●特定福祉用具販売 ●介護住宅改修

居宅で利用できる
サービス

地域で利用できる
サービス

その他の居宅サービス

介護保険で指定している特定
疾病は、がんの末期、認知症、
難病、生活習慣病等、全部で16種類あります。
厚生労働省「特定疾病の選定基準の考え方」
http://www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/nintei/gaiyo3.html

一口メモ
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お
わ
り
に

　

市
民
の
皆
様
が
、介
護
や
育
児
で
の
負
担

を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、名

古
屋
市
医
師
会
は
「
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添

う
医
療
」
を
目
指
し
、平
成
28
年
4
月
1
日

以
降
、名
古
屋
市
16
区
全
域
に
お
い
て
「
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
・
展
開
を
始
め
て
お
り
ま
す
の
で
、皆
様
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●名古屋市医師会  在宅医療・介護連携支援センター  お問合せ先一覧

各センターの電話番号は、
末尾4ケタ 0874（オハナシ）で統一されております。
http://zaitakukaigo.nagoya/center/

特集 在宅医療のQ＆A

Q10

A
お母さんの物忘れがひどくなり、認知症と診断されました。
これからもっと悪くなるのではと心配です。今後、何をしたらよいでしょうか?

　認知症の治療は、薬物療法とリハビリテーションが主な方法です。認知症は、発症すると完治はしません。しかし、治
療やケアによって進行を遅らせ、症状を軽減させることができます。症状がひどくなった場合には、認知症の専門医に相
談されることをお勧めします。自宅で介護に困った場合には、地域にある認知症疾患医療センターやいきいき支援センタ
ー（地域包括支援センター）、市区町村の介護保険の窓口で相談に対応しています。また、自宅で介護が困難になった
場合は、介護保険の関連施設もあります。認知症の患者さんが、他の患者さんや家族と交流したい場合には、各地域で
認知症に対する講演会や認知症カフェが開催されています。介護者は、一人で悩まず様 な々制度や場所を利用しながら
介護を行ってください。

Q11

A
働きながら、0歳と7歳の子供、また介護が必要な両親と暮らしています。
少しでも負担を減らしたいのですが、どんなサービスがありますか?

　会社にお勤めの方は一般的に、育児休業、介護休業制度を利用することができます。 ①育児休業制度は、原則1歳
未満の子を養育するために、事業主に申出をすることで利用できます。 ②介護休業制度は常時介護を必要とする状態に
ある家族を介護するために事業主に申出をすると利用できます。また子を養育する保護者が、疾病や他の理由で一時的
に養育できない時には緊急一時保護等の制度があります。

Q12

A
今のところ健康ですが、今後、何かあったときも、自宅で最期を
迎えたいと思っています。今から準備しておくことはありますか?

　元気なときに自分の最期を考えて決めておくことは「リビング・ウィル」と言います。
その際に重要なこととして、自分で意思表示ができなくなり、口から栄養がとれなくな
った時に、「どこまで医療行為を受け入れたいか」というご自身の意思をご家族と相談
して決めておいて頂くことをお勧めします。
　現代の医療は、医学や医療機器の進歩により延命が可能になりました。救急医療
の現場では、本人の意思が確認できない場合、医師や家族が医療の内容を決めてい
ます。その結果、本人の意思に反して望まない治療で延命し、人間らしく毎日を生き
生きと過ごすことができない状況になることもあります。もしもの時のために、希望する医療の内容を自分で決めておくこ
とが大事になります。例えば、①病気の告知をしてほしいか、してほしくないか  ②延命治療を望むか、望まないか  ③食
事が摂取できない時、どこまでしてほしいのか  ④意思表示ができなくなった時に代理人に頼むのか等があります。

Q8

A
在宅医療を行なうためには、
予算はどれくらい必要ですか?

　利用する公的サービスの費用は主に「①医療費」と「②介護保険サービス」の自己負担額です。
① 医療費の場合、70歳以上の方の自己負担の割合は所得によって1割から3割です。
　さらに1か月あたりの自己負担の上限額が決められて
おり、こちらも所得に応じて8,000円・12,000円・44,400
円です。
　70歳未満の方の自己負担割合は3割です。こちらも
1か月あたりの自己負担限度額が決められており、所得に
よって「ア～オ」の5段階となっています。
　加入中の健康保険によっては自己負担限度額が異なる
場合がありますので、詳細は加入中の健康保険の窓口に
て相談してください。

② 介護保険サービスは、要介護度により利用できるサービス
量の上限が異なります。要介護度毎の1か月あたりの平
均的な利用自己負担（1割負担の場合）は次の通りです。

　「高額介護サービス費」制度で自己負担額に上限が設けられています。また一定の所得がある方は、2015年8月から
自己負担の割合が2割となりました。

Q7

A
そろそろ通院するのが難しくなってきましたが、
どうしたらいいですか?

「介護老人保健施設」
病状が安定している者に対して、看護、医
学的管理下での介護、機能訓練など必要
な医療、日常生活上のお世話を行います。

「介護老人福祉施設」
心身に著しい障害があり常時介護を要し在
宅での介護が困難な者に対して、日常生活
の世話、機能訓練、健康管理、療養上のお
世話を行います。

　加齢や病気の進行により通院が困難になった場合の対応は、3つに大別されます。
1）自宅で訪問医療、訪問看護、訪問介護、訪問リハビリテーション
等の在宅サービスを受けながら療養することができます。

2）介護老人保健施設、介護老人福祉施設等に入所し療養できま
す。また介護付き有料老人ホーム、サービス付高齢者向け住宅
等に入居し、訪問医療、訪問看護、訪問介護、訪問リハビリテー
ション等のサービスを受けながら療養することができます。

3）医療的なケアの必要があり、自宅での療養が難しい場合は療養
病棟、緩和ケア病棟に入院し療養することもできます。居宅や施
設入所での療養生活には、様々な条件があります。元気なときに
様 な々施設を見学しておくことが大切です。

Q9

A
家族が認知症になって、在宅医療を考えていますが、
何から始めれば良いですか?

認知症は記憶や判
断力に障害が生
じ、日常生活や人
とのコミュニケーシ
ョンに支障をきた
す状態のことをい
い、代表的な疾患
として「アルツハイ
マー型認知症」「脳
血管性認知症」「レ
ビー小体型認知
症」「前頭側頭型認
知症」があります。

要介護5 23,308円
要介護4 19,049円
要介護3 15,670円
要介護2 10,456円
要介護1 7,580円

要介護：介護が必要な方

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
  93,000円＋（医療費－558,000円）×1％
  80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
  57,000円
  35,400円

ア
イ
ウ
エ
オ

70歳未満の方の1か月あたりの自己負担限度額

要支援2 4,196円
要支援1 2,290円

要支援：日常生活に不便
　　　  をきたしている方

　まずは、認知症の原因と症状の特性を知り、悪化を防ぐよう
心掛けてください。
　適切なケアを考えるには、まずは認知症専門医との相談が
必要になりますが、そのためにはかかりつけ医による情報提供
があると専門医も助かります。また、患者ご自身は、診察を受
けられる時、いつも以上にしっかりした姿を見せられるような
緊張感を持って臨まれることから、かかりつけ医でも認知症を
見つけられないことが多々あります。やはりご家族からの情報
が大切になってきますので、かかりつけ医とも相談して専門医
との連携を取られることをお勧めします。
　通院するのが困難、日常生活に介護が必要な状況であれ
ば、訪問診療や介護サービスの利用も検討できます。

●認知症疾患医療センターについて（名古屋市ホームページ）
　http://www.city.nagoya.jp/kenkofukushi/page/0000043505.html

●いきいき支援センターについて（NAGOYAかいごネット）
　http://www.kaigo-wel.city.nagoya.jp/view/kaigo/yobou/toiawase/

リ
ビ
ン
グ
・

ウ
ィ
ル…

千　種　区
東　　　区
北　　　区
西　　　区
中　村　区
中　　　区
昭　和　区
瑞　穂　区

熱　田　区
中　川　区
港　　　区
南　　　区
守　山　区
緑　　　区
名　東　区
天　白　区

☎732-0874
☎933-0874
☎903-0874
☎561-0874
☎481-0874
☎201-0874
☎763-0874
☎837-0874

☎683-0874
☎354-0874
☎652-0874
☎823-0874
☎795-0874
☎896-0874
☎702-0874
☎800-0874
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市
民
の
み
な
さ
ん
の
救
急
・
防
災
に
関
す

る
素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
た
り
、知
識
を

広
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
救
急
・
防
災
フ
ェ

ス
タ
2
0
1
6
〜
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

〜
」
を
9
月
3
日
（
土
）に
名
古
屋
市
医
師

会
館
（
急
病
セ
ン
タ
ー
）で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
で
4
回
目
に
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
医

師
会
が
運
営
し
て
お
り
ま
す
急
病
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、名
古
屋
市
内
に
中
区
・
東
区
を

除
く
14
カ
所
の
各
区
休
日
急
病
診
療
所
や

守
山
区
・
中
川
区
・
南
区
計
3
カ
所
の
平
日

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、市
民
の
安

心
・
安
全
の
拠
所
で
あ
る
一
次
救
急
医
療
施

設
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、全
国
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
て
お

り
ま
す
地
震
災
害
、特
に
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」に

つ
い
て
も
名
古
屋
市
医
師
会
の
災
害
に
対
す

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け

地
震
発
災
後
に
名
古
屋
市
立
全
中
学
校
に
お

い
て
医
療
救
護
所
が
設
置
さ
れ
、医
師
が
被

災
者
の
診
療
に
あ
た
る
な
ど
、救
急
・
防
災

を
テ
ー
マ
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
具
体
的

な
災
害
時
の
体
制
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
企
画
の
目
玉
と
し
て
、地
震
を
疑

似
体
験
で
き
る
振
動
装
置
を
搭
載
し
た
【
起

震
車
】
を
導
入
し
て
、最
大
震
度
7
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
震

列
島
で
あ
る
日
本
で
は
、地
震
を
意
識
し
な

い
で
暮
ら
す
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
事
で
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
防
災
グ
ッ
ズ
は
揃
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
と
よ
く
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

防
災
グ
ッ
ズ
を
揃
え
る
こ
と
も
と
て
も
大
事

で
す
が
、地
震
の
擬
似
体
験
を
し
て
お
く
の

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
実
際
の
地
震
の
怖
さ

を
身
体
に
覚
え
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、少
し

は
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
少
し
お
話
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
急
病
セ
ン
タ
ー
の
2
、3

階
で
は
、一
次
救
急
医
療
施
設
と
し
て
の
急

病
セ
ン
タ
ー
・
各
区
休
日
急
病
診
療
所
・
平

日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
診
療
に
関
す
る
情

報
と
名
古
屋
市
医
師
会
が
災
害
時
に
果
た

す
役
割
を
展
示
し
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
わ
か
り
や
す
く
ご
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、館
内
に
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、3
択
ク

イ
ズ
に
よ
り
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、実
際
の
診
察
室
の
見
学
も
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
1
階
の
駐
車
場
で
は
、名
古
屋
市
消

防
局
の
ご
協
力
の
下
、救
急
車
の
展
示
や
災

害
テ
ン
ト
内
で
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）の
実
演
を
行
な
い
、救
命
救
急
の

大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
起
震
車
、

電
動
カ
ー
ト
な
ど
で
長
蛇
の
列
が
で
き
大
盛

況
で
し
た
。

　

急
病
セ
ン
タ
ー
・
平
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ

ー
・
各
区
休
日
急
病
診
療
所
の
統
計
デ
ー
タ

に
基
づ
く
ク
イ
ズ
や
、名
古
屋
市
医
師
会
が

整
備
し
て
い
る
災
害
対
策
や
防
災
に
関
す
る

ク
イ
ズ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、血
管
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

「
血
管
年
齢
測
定
」、骨
粗
鬆
症
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
「
骨
密
度
測
定
」に
つ
い
て
も
例
年
人

気
が
あ
る
た
め
、今
年
は
機
器
の
台
数
も
増

や
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

5
階
の
展
示
室
で
は
、パ
ネ
ル
を
使
い「
在

宅
医
療
・
介
護
」に
つ
い
て
、名
古
屋
市
医
師

会
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」、「
在
宅

医
療
」
な
ど
の
必
要
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

環
境
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
P
M
2.
5
（
微

小
粒
子
状
物
質
）の
注
意
喚
起
情
報
」
や

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
な
ど
大
気
汚
染

に
関
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
展
示
し
ま
し

た
。
災
害
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、東
日
本
大
震
災

【
平
成
23
年
3
月
11
日
】
が
発
災
し
た
際
に
、

名
古
屋
市
医
師
会
が
、仙
台
市
へ
の
支
援
活

動
を
行
っ
た
実
際
の
写
真
を
展
示
し
て
活
動

報
告
を
し
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、名
古
屋
市
医
師

会
は
即
座
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、市

内
の
被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
し
、医
療
救

定
や
避
難
所
、広
域
・一
時
避
難
場
所
、津
波

避
難
ビ
ル
の
避
難
所
情
報
を
表
示
す
る
ア
プ

リ
の
紹
介
も
し
ま
し
た
。

　

6
階
で
は
大
人
気
の
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
を
午
前
・
午
後
に
2
回

公
演
し
、多
く
の
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
に

人
気
を
博
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
名

古
屋
市
医
師
会
館
の
各
フ
ロ
ア
で
、「
見
て
、

触
れ
て
学
べ
る
」
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

護
所
を
開
設
し
ま
す
。
災
害
コ
ー
ナ
ー
で
は

医
療
救
護
所
で
実
際
に
使
用
す
る
活
動
用
資

機
材
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、名
古
屋
市
消
防
局
よ
り
「
名
古

屋
市
地
震
防
災
ア
プ
リ
」
と
し
て
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
、「
名
古
屋
市
」

に
お
け
る
、予
測
震
度
、液
状
化
可
能
性
、津

波
浸
水
深
、津
波
浸
水
開
始
時
間
の
被
害
想

　

当
日
の
来
場
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
今
回
で
4
回
目

と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
参
加
し
た

方
が
67
％
に
対
し
、急
病
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て

い
た
と
回
答
さ
れ
た
方
が
79.
4
％
、ま
た
、

各
区
休
日
急
病
診
療
所
・
平
日
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た
と
回
答
さ
れ
た
方
が

88
％
で
し
た
。一
方
、知
ら
な
か
っ
た
と
回
答

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、約
80
％
の
方
が
今
後

利
用
し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、毎
年
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、市
民
の
み
な
さ
ん
へ
急

病
セ
ン
タ
ー
・
各
区
休
日
急
病
診
療
所
・
平

日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
認
知
が
さ
れ
て
き

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
当
日
に
名
古
屋
テ
レ
ビ

（
メ
〜
テ
レ
）お
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
放
映

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、2
3
3
8
名
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
大
盛
況
を
収
め
ま
し
た
。

　

次
回
も
是
非
参
加
し
た
い
と
ご
回
答
さ
れ

た
方
が
68.
8
％
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

踏
ま
え
、引
き
続
き
来
年
度
以
降
の
開
催
も

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
次
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
急
病
セ
ン
タ

ー
・
各
区
休
日
急
病
診
療
所
・
平
日
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
受
診
及
び
役
割
、ま

た
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
、市
民
の

み
な
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
多
数
の
み
な

さ
ん
に
「
救
急
・
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
を
通
じ

て
、名
古
屋
市
医
師
会
に
関
す
る
救
急
医
療

と
防
災
に
つ
い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

2016

～いざという時のために～

6F

5F

4F

3F

2F

1F

各フロアのイベント内容

展示室（医療救護活動用のウェア、災害薬品、発電機、投光器等の災害機器、
　　　　医師会災害時活動案内、環境、名古屋市地震防災アプリ等）
展示室（在宅医療・介護）
ビデオアニメ鑑賞

受　付

ちびまる子ちゃんキャラクターショー公演
（午前11時30分、午後2時30分）

三択クイズ（名古屋市医師会が整備している災害対策や防災に関するクイズ）
骨密度測定

三択クイズ（急病センター、平日夜間急病センター、各区休日急病診療所の
　　　　　　統計データに基づくクイズ）
子供用白衣ナース服着用（写真撮影）
血管年齢測定

生バンドによるステージイベント、救急車の展示、起震車、電動カート、
災害テントを設置しテント内でのAED実演展示、災害時対応の浄水器展示
アトラクションゲームサイコロゲーム、スーパーボールすくい）
抽選会（スタンプラリー：4ヶ所すべてのスタンプを集めてガラガラ抽選）

名古屋市医師会 救急医療・少子化対策担当理事  加藤政隆

●とき  平成28年9月3日（土）　●ところ  名古屋市医師会館（急病センター）

イベント内容について、名古屋市医師会ホームページでも
掲載しております。是非ご覧ください。
http://ishikai.nagoya/report

　

東
海
地
方
に
お
い
て
も
近
い
将
来
、南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、名
古
屋
市
医
師
会
で
は
、医
療
救

護
所
と
な
る
市
立
中
学
校
毎
に
医
療
救
護
班

を
編
成
す
る
体
制
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、災
害
時
に
お

い
て
医
師
と
共
に
医
療

救
護
班
で
活
動
す
る
班

員
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、医
療
救
護

班
の
編
成
と
し
て
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
き
た

た
め
、現
在
、人
員
確

保
に
向
け
た
医
療
救
護

班
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、医

療
救
護
班
員
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、募
集
案
内
な
ど
を

お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、下
記
連

絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

災
害
時
医
療
救
護
班
員
募
集

【お問合せ先】
一般社団法人名古屋市医師会 事業課 救急対策係　
〒461-0004  東区葵1-4-38　
TEL 937-7801（代表）　FAX 937-6323
http://ishikai.nagoya/info/kyugobosyu.pdf
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ヘルシー
仲間

がんの早期発見・早期治療や、生活習慣病を予防することで、健康的な毎日を送ることができます。
毎日の生活習慣を見直して病気の発症を予防するとともに、各種の健康診査を活用して、日ごろから健康管理に努めましょう。

名古屋市公式ウェブサイト
がん検診・生活習慣病健診のご案内

http://ishikai.nagoya/k

名古屋市医師会健診センターからのお知らせ

　

近
年
、日
本
で
は
空
前
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
を
迎
え
て
い
ま
す
。
健
康
を
保
つ
た
め
、あ
る

い
は
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
、多
く
の
人
々
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
に
調
査
さ
れ
た
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
報
告
で
は
、日
本
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
人

口
は
約
１
０
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
急
激
な
増
加
に
伴
っ
て
、

全
国
各
地
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
都
市
部
で
開
催
さ

れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し
て
は
、２
０
０
７
年
か
ら
東
京
マ
ラ
ソ
ン
、２
０
１
１
年
か
ら
大
阪

マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま
り
、名
古
屋
市
で
も
２
０
１
２
年
よ
り
「
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ナ
ゴ

ヤ
・
愛
知
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

世
界
陸
上
の
マ
ラ
ソ
ン
代
表
選
考
会
と
し
て
歴
史
が
あ
る
「
名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
」

と
、市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
「
名
古
屋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
と
が

統
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、女
性
限
定
の
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
あ
る
「
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
」で
す
。
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
を
ス
タ
ー

ト
お
よ
び
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
、コ
ー
ス
は
名
古
屋
の
様
々
な
名
所
を
廻
り
ま
す
。
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
少
な
い
こ
と
か
ら
記
録
を
狙
い
や
す
い
と
好
評
で
、制
限
時
間
も
７
時
間
に
設
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、マ
ラ
ソ
ン
初
心
者
で
も
十
分
完
走
で
き
る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、

２
０
１
６
年
大
会
の
完
走
率
は
97
・
５
％
で
し
た
。「
名
古
屋

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」に
つ
い
て
は
、ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
と
異
な

り
男
性
も
参
加
可
能
で
す
。コ
ー
ス
は
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
を
ス
タ
ー

ト
し
、「
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
21
・
０
９
７
５
㎞
走
）」
は
白
川
公
園
、

「
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン（
10
・
５
㎞
走
）」
は
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
タ
ジ

ア
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ナ
ゴ

ヤ
ド
ー
ム
敷
地
内
に
特
設
さ
れ
た
周
回
コ
ー
ス
で
は
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
ン
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
毎

年
３
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
、名
古
屋
の
街
中
を
颯
爽
と
駆
け
抜

け
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
姿
は
、名
古
屋
の
春
の
風
物
詩
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）に
よ

る
健
康
被
害
が
マ
ス
コ
ミ
で

話
題
に
な
っ
た
の
は
10
年
く

ら
い
前
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
だ
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

中
皮
腫
は
増
加
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

石
綿
は
安
価
で
し
か
も
耐

火
、断
熱
、防
音
に
優
れ
た
建
築
材
と
し
て
１
９
６
０
年
代
か
ら

輸
入
さ
れ
始
め
た
そ
う
で
す
。
以
後
部
分
的
に
規
制
さ
れ
は
し
ま

し
た
が
、１
９
８
８
年
ま
で
建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
高

度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
多
く
の
建
物
が
た
て
ら
れ
、そ

こ
に
使
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
建
物
の
解

体
の
ピ
ー
ク
が
２
０
２
８
年
こ
ろ
に
な
る
そ
う
で
す
。
解
体
時
の

飛
散
の
危
険
性
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

石
綿
粉
塵
を
多
量
に
吸
引
す
る
と
肺
が
ん
の
危
険
性
が
、少

量
で
も
中
皮
腫
と
い
う
悪
性
の
腫
瘍
が
で
き
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

し
か
も
病
気
が
発
覚
す
る
ま
で
に
長
い
と
約
40
年
前
後
と
い
う

年
月
を
要
し
ま
す
。
石
綿
を
吸
っ
た
、と
は
っ
き
り
覚
え
の
な
い

方
も
多
く
、子
供
の
時
に
住
ん
で
い
た
環
境
や
、あ
る
い
は
夫
の

作
業
着
を
洗
っ
て
い
た
妻
に
中
皮
腫
が
で
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
石
綿
と
は
無
関
係
の
お
仕
事
で
も
、

過
去
に
吸
っ
た
石
綿
が
肺
の
中
に
残
り
、10
年
以
上
の
歳
月
の
後

に
悪
性
の
腫
瘍
を
作
り
出
し
て
く
る
の
で
す
。

　

ま
ず
肺
が
ん
検
診
と
し
て
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
他
の
病

気
と
も
ど
も
早
期
発
見
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

アスベスト（石綿）による健康被害

漢方薬の経験談

マラソンフェスティバル  ナゴヤ・愛知

　皆様は漢方薬を飲んだ事がありますでしょうか？ 私は内科の
開業医をしておりますが、8年前に開業する前、勤務医時代はほ
とんど処方はしてませんでした。しかし開業してからある人の紹
介で、とある漢方薬の勉強会に出席致しました。「ホンマかい
な」と半信半疑でお話しを聞いていましたが、ある漢方薬が印
象的でそれは腰痛に効くというものでした。
　私は勤務医時代は腰痛持ちで困っていました。ただでさえ腰
痛があったところに勤務医業務に加えて開業の準備が加わり、
当時住んでいた金沢から毎週のように開業地である名古屋に通
うようになりました。このため腰痛は倍増し仮に数値化したとす
ると、通常は3程度だった腰痛が7程に悪化致しました。
　そしてようやく開業をする事ができましたが、新しいイスに慣

れてないせいか更に悪化しついに10になってしまいました。
　そんな中でこの漢方薬に出会い、「ダメで元々、10の痛みが
5くらいに戻ってくれれば御の字だ。」くらいの気持ちで内服してみ
たところ…数日後には不思議、「アレ、腰が痛くない…、これは…、
ゼロだ！」漢方薬って凄く良いんだなと自分で実感しました。
　この体験をきっかけに漢方薬に力を入れ、現在患者さんの腰
痛以外にも様々なつらい症状の緩和に役立っています。ただ当
然ではありますが、やはりその患者さんにとって合わない事もあ
りますので効果には個人差もあります。また漢方薬は薬局で患
者さん御自身で選んで購入する事もできますが、副作用もありま
すので医師に相談して処方してもらうと良いと思います。

（昭和区　M）

中川区　佐藤 温

名古屋市医師会健診センター　高瀬　理恵

待合室

健康チェック

名古屋市医師会健診センターでは、下記の各種健康診断などを実施しております。
病気の早期発見、早期治療が大切です。健康管理の一環として健診センターをご利用ください。

●お問い合わせ、お申し込み先
名古屋市医師会健診センター

☎052-937-8425

❺
全国健康保険協会
生活習慣病予防健診

総合健診
（人間ドック）

一般定期健康診断
職場健診は

必ず受診しましょう

特定健診 脳ドック・肺ドック
も行っています。

協会けんぽに加入の本人のみ
対象。お申し込みは、事業主
から名古屋市医師会健診セン
ターにご連絡をお願いします。

被用者保険加入者のご家族、
国保ご加入者対象。特定健診
結果により、特定保健指導も
いたします。

勤務先で行う労働安全衛生
法に基づく定期健康診断は義
務づけられています。

❶ ❷ ❸ ❹

平成28年度がん検診・生活習慣病健診のご案内

※がん検診の対象者は平成28年度中（平成28年4月1日から平成29年3月31日）に対象の年齢に達する方を含みます。
※検診の結果、精密検査が必要となった場合や、病気が発見された場合などの検査料、治療費は医療保険扱いとなり別途料金が必要です。
※次に該当する場合、自己負担金は無料（医療証・資格者証・証明書など確認書類が必要になります）です。
　①70歳以上　②生活保護世帯　③市民税非課税世帯　④障害者、ひとり親家庭等医療費助成制度受給者　⑤福祉給付金受給者　⑥中国残留邦人等支援給付受給者
※詳細は、健康診断を実施しているお近くの医療機関の受付、または名古屋市医師会☎052-937-7801（代表）までお問い合わせください。

エックス線検査 年度に1回

2年度に1回

年度に1回

年度に1回

2年度に1回

2年度に1回

年度に1回

年度に1回

500円

500円

①問診　
②胃部エックス線検査
①問診　
②胃内視鏡検査

①問診　
②免疫便潜血検査（2日法）
①問診　
②胸部エックス線検査
問診の結果、必要な方には喀痰細胞診も実施

①問診　
②頸部細胞診
問診の結果、必要な方には体がん検診も実施

①問診　
②乳房エックス線検査（マンモグラフィ）
医療機関により視診・触診を実施する場合があります。

①問診　
②PSA検査

問診・骨量測定（40・50・60・70歳は無料）

40歳以上の名古屋市民
（昭和52年3月31日までに生まれた方）

内視鏡検査

大腸がん検診

肺がん・結核検診

子宮がん検診

乳がん検診

前立腺がん検診

骨粗しょう症検診

50歳以上の名古屋市民
（昭和42年3月31日までに生まれた方）

※50歳以上の方は、エックス線検査と内視鏡検査のうちひとつを受診できます。
※内視鏡検査を受診した翌年度は、胃がん検診（エックス線検査、内視鏡検査とも）を受診できません。

40歳以上の名古屋市民
（昭和52年3月31日までに生まれた方）

20歳以上の女性の名古屋市民
（平成9年3月31日までに生まれた方）で、
平成27年度に本市の子宮がん検診を受診していない方
40歳以上の女性の名古屋市民
（昭和52年3月31日までに生まれた方）で、
平成27年度に本市の乳がん検診を受診していない方
50歳以上の男性の名古屋市民
（昭和42年3月31日までに生まれた方）
名古屋市民で平成28年4月1日時点で
40・45・50・55・60・65・70歳の女性

無料
HBs抗原検査・HCV抗体の検出又は
HCV抗体検査（C型肝炎については、必要に
応じて追加検査を実施）

C型・B型肝炎ウイルス検査 名古屋市民で過去にC型・B型肝炎ウイルス検査
を受けたことがない方

無料
既往歴の調査・理学的検査・身体計測・血圧測定・
肝機能検査・血中脂質検査・血糖検査・尿検査・
その他（健診結果に基づき、特定保健指導を実施）

名古屋市国民健康保険特定健康診査 受診日現在、名古屋市国民健康保険に加入して
いる方で「特定健康診査受診券」をお持ちの方

が
ん
検
診

生
活
習
慣
病
健
診

種類 対象者 負担金 実施内容

胃がん
検診

（平成29年2月1日現在）
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　予防接種は、人の免疫のしくみを利用し、感染症の予防に有効で
あると確認されたワクチンを接種することによって、病気に対する抵
抗力である免疫を高めます。
　その結果、感染症を予防したり、かかった場合に重症化しにくくす
る効果や身近な人への感染を防ぐ効果が期待できます。
　予防接種は、感染症を予防し、まん延を防ぐことにより、みなさん
の生命と健康を守る重要な対策の一つとなっています。
　国が定める定期予防接種の多くは、無料で受けられます。

　さらに、名古屋市では予防医療推進のため、以下の任意予防接
種に接種費用助成を行っています。
　名古屋市医師会は名古屋市と連携し、名古屋市民のみなさんに
お近くの医療機関で各種予防接種を受けていただけるよう体制を
整えています。
　子どもや高齢者を感染症から守るため、是非予防接種を受けま
しょう。

名古屋市公式ウェブサイト
感染症予防・予防接種

http://ishikai.nagoya/y

　

名
古
屋
市
医
師
会
で
は
、市

民
健
康
広
報
誌
と
し
て「
ヘ
ル

シ
ー
な
ご
や
」を
年
2
回
発
行

し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
紙
面

作
り
の
参
考
の
た
め
、ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
方
よ
り
抽
選
で
30
名
様
に

記
念
品
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
明
記
の
上
、平
成
29
年
５
月

31
日
（
水
）ま
で
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【あて先】
〒461-0004
名古屋市東区葵1丁目4番38号
名古屋市医師会
「ヘルシーなごや」係
FAX 052-937-6323

「
ヘ
ル
シ
ー
な
ご
や
」

の
感
想
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

名古屋市民であることが前提です！

予防接種を受けましょう!!

募集
名古屋市医師会
医療従事者関係無料職業紹介所
〒461-0004 名古屋市東区葵1-4-38
☎052-937-7801（代表）

看 護 師
准看護師

資格を持っているあなたを
今、必要としています。
まずはお電話を…！！
詳細はホームページでも
ご覧いただけます。

http://ishikai.nagoya/recruit

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

■「
か
か
り
つ
け
医
」っ
て
ど
ん
な
お
医
者
さ
ん
？

　

か
か
り
つ
け
医
と
は
、あ
な
た
の
日
常
的
な
診
療
や
健
康
管

理
を
し
て
く
れ
る
身
近
な
お
医
者
さ
ん
で
す
。

■
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
と
は
？

①
健
康
状
態
を
把
握
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る

あ
な
た
の
病
状
や
病
歴
、健
康
状
態
を
把
握
し
て
、日
常
の
健

康
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。
病
気
に
な
っ
て
も

素
早
く
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

②
ど
ん
な
病
気
で
も
相
談
で
き
る

あ
な
た
の
病
気
が
か
か
り
つ
け
医
の
専
門
以
外
で
あ
っ
て
も
、

ど
こ
の
病
院
の
ど
の
診
療
科
を
受
診
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。

③
必
要
な
と
き
は
専
門
病
院
と
連
携
す
る

高
度
な
治
療
や
精
密
検
査
が
必
要
な
場
合
、あ
な
た
の
診
療

情
報
を
記
載
し
た
紹
介
状
※
を
作
成
し
適
切
な
病
院
・
医
師

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、予
め
診
療
の
予
約
や
検
査
の

予
約
を
し
て
く
れ
る
の
で
、紹
介
先
医
療
機
関
で
の
待
ち
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

①
自
宅
の
近
く

身
近
で
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
た
め
に
は
、自
宅
に
「
近
い
」

こ
と
が
大
切
で
す
。

②
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る

病
気
や
治
療
、薬
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く

れ
、ど
ん
な
病
気
で
も
真
っ
先
に
相
談
で
き
る
お
医
者
さ
ん
が

い
れ
ば
、状
況
に
応
じ
て
適
切
な
医
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

い
ざ
病
気
に
な
っ
た
と
き
、ど
こ
の
病
院
の
ど
の
診
療
科
を

受
診
す
れ
ば
よ
い
の
か
迷
わ
な
い
た
め
に
も
、日
頃
か
ら
信
頼
で

き
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
見
つ
け
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一人
ひ
と
り
の
健
康
を
守
る
医
療
・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
適
切
な
医
療
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に

中
心
的
な
役
割
を
演
じ
る
の
が「
か
か
り
つ
け
医
」で
す
。

※
紹
介
状
（
診
療
情
報
提
供
書
）な
し
で
大
学
病
院
や
総
合
病
院
（
2
0
0

床
以
上
）を
受
診
す
る
と
、通
常
の
医
療
費
以
外
に「
選
定
療
養
費
」と
い

う
特
別
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。選
定
療
養
費
と
は
、病
院
や
診
療
所
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
、厚
生
労
働
省
が
推
進
し
て
い
る
制
度
で
す
。緊
急
な
診
療
が
必

要
な
場
合
な
ど
選
定
療
養
費
を
支
払
う
必
要
の
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

種　　　類 自己負担金
（1回あたり） 対　　象　　者

※詳細は、予防接種を実施しているお近くの医療機関や名古屋市医師会☎052-937-7801（代表）、または各区の保健所までお問い合わせください。
※制度に関する内容は名古屋市予防接種電話相談窓口（☎052-972-3969）にお問い合わせください。

※次に該当する場合は、自己負担金は無料（医療証・資格者証・証明書など確認書類が必要です。）  ①生活保護世帯  ②市民税非課税世帯  ③中国残留邦人等支援給付受給者

ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ
（四種混合・DPT-ⅠPV）

ジフテリア・破傷風（二種混合・DT）

麻しん・風しん（MR）

日本脳炎

不活化ポリオ

子宮頸がん

水痘（みずぼうそう）

サーバリックス
ガーダシル

インフルエンザ菌b型（ヒブ）

小児肺炎球菌

ロタウイルス

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）

B型肝炎  ※平成29年3月31日まで実施

高齢者肺炎球菌（ニューモバックス）

1期

2期

1期

2期

ロタリックス

ロタテック

生後6週から24週（2回接種、全て同じワクチンでの接種）
※ただし、1回目は生後20週0日まで

生後6週から32週（3回接種、全て同じワクチンでの接種）
※ただし、1回目は生後24週0日まで、2回目は生後28週0日まで

満65歳以上で定期高齢者肺炎球菌予防接種の対象年齢ではない方（1回接種）
※過去にニューモバックスの接種を受けたことがない方に限ります。

1歳未満で平成28年4月1日より前に生まれた方（3回接種） 
※B型肝炎母子感染防止事業の対象者は、助成の対象とはなりません。
　なお、接種回数は自費等で受けたものも含め、過去に受けた全ての接種を含めて数えますのでご注意ください。

6,400円

4,100円

1歳の誕生日から2歳の誕生日の前日まで（1回接種）

11歳の誕生日から13歳の誕生日の前日まで（1回接種）

6歳となる日の属する年度にある方（年長児相当）（1回接種）
平成28年度対象年齢：平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれの方

生後6か月目の該当日から生後90か月の該当日の前日まで（3回接種）
※平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方については、特例により上限を20歳未満まで延長

生後3か月目の該当日から生後90か月の該当日の前日まで（4回接種）
※四種混合の接種をされた場合は、不活化ポリオ単独での接種は不要です。

生後3か月目の該当日から生後90か月の該当日の前日まで（4回接種）

9歳の誕生日から13歳の誕生日の前日まで（1回接種）
※平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方については、特例により上限を20歳未満まで延長

1歳の誕生日から6歳となる日の属する年度の末日まで（1回接種）
平成28年度対象年齢：平成22年4月2日以降に生まれた1歳以上の方　
※おたふくかぜの予防接種歴や、かかったことが無い方に限ります。

小学校6年生から高校1年生相当の女子（3回接種、全て同じワクチンでの接種）
平成28年度対象年齢：平成12年4月2日～平成17年4月1日生まれの方

1歳から3歳の誕生日の前日まで（2回接種）
※水痘にかかったことが無い方に限ります。
　なお、接種回数は自費等で受けたものも含め、過去に受けた全ての接種を含めて数えますのでご注意ください。

満65歳以上の方又は満60歳から64歳の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能障害又は
HIVによる免疫機能障害があり、その程度が身体障害者1級相当である方（1回接種）

65、70、75、80、85、90、95、100歳となる年度に属する方又は満60歳から64歳の方で、
心臓・腎臓・呼吸器の機能障害又はHIVによる免疫機能障害があり、
その程度が身体障害者1級相当である方（1回接種）
※過去にニューモバックスの接種を受けたことがない方に限ります。

生後2か月の該当日
から5歳の誕生日の
前日まで

無料

無料

無料

無料

無料

無料

定
期
予
防
接
種（
法
定
）

任
意
予
防
接
種

風しん（麻しん・風しん混合ワクチン）
抗体検査（自費）の結果、免疫が不十分と判断された「妊娠を希望する女性」「妊娠中又は
妊娠を希望する女性のパートナー」（男性は、HI法16倍未満又はEIA法6.0未満、
女性はHI法32倍未満又はEIA法8.0未満）
※妊娠中の女性、妊娠の可能性がある女性は接種できません。

無料

インフルエンザ（季節性） 1,500円

高齢者肺炎球菌（ニューモバックス） 4,000円

無料

無料

B型肝炎
平成28年4月1日以降に生まれた0歳児（3回接種）
※B型肝炎母子感染防止事業の対象者は、助成の対象とはなりません。
　なお、接種回数は自費等で受けたものも含め、過去に受けた全ての接種を含めて数えますのでご注意ください。

無料

無料

無料

無料

3,000円

2,700円

4,000円

生後2か月の該当日
から5歳の誕生日の
前日まで

※接種開始月齢に
　よって接種回数
　が異なります。

2か月以上7か月未満････････ 初回免疫★3回＋追加免疫1回
7か月以上12か月未満･･･････ 初回免疫★2回＋追加免疫1回
★初回免疫は1歳未満で完了してください。
12か月（1歳）以上5歳未満･･･ 1回接種

※接種開始月齢に
　よって接種回数
　が異なります。

2か月以上7か月未満････････ 初回免疫★3回＋追加免疫1回
7か月以上12か月未満･･･････ 初回免疫★2回＋追加免疫1回
★初回免疫は1歳未満で完了してください。
12か月（1歳）以上2歳未満･･･ 2回接種（60日以上の間隔）
2歳以上5歳未満････････････ 1回接種

（平成29年2月1日現在）
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